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図1. 民生分野のUSB-Cケーブル

はじめに
すべてのエレクトロニクス市場において、最新のUSB Type-C®
およびUSB Power Delivery (USB-PD)仕様が急速に採用さ
れつつあります。新しいUSB Type-Cのケーブルおよびコネク
タ仕様は、スマートフォンや超薄型ポータブルコンピュータなど
の電子ガジェットの相互接続や給電の方法を大幅に簡素化しま
す。民生用(図1)、医療用、車載用、および産業用アプリケーショ
ンでバッテリ駆動機器が普及する中、USB-Cは、機器の充電
および給電用にますます選択される汎用規格となっています。
USB-C仕様は最大15Wまでの充電アプリケーションに対応す
る一方、USB Power Delivery (PD)は充電を最大100Wま

で拡張し、幅広い機器に対応します。これに伴い、パワーマ
ネージメントシステムにはより多くの機能が求められています。
パワーマネージメントシステムは、新しいポータブル機器が登
場するたびに小型軽量化される傾向にあります。このデザイン
ガイドでは、USB Type-Cのアーキテクチャおよび関連する技
術的課題について検討します。さらに、パワーマネージメント、
保護、電圧レギュレーションの分野でこれらの課題に対処する
ための新しいソリューションについて、いくつかの例を取り上
げて検討します。

https://www.maximintegrated.com/jp
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USB-Cケーブル
USB-Cは、電子製品間で高データレートと大電力の伝送を
実現します。USB-Cは、10Gbpsのスループットを発揮する
一方、標準的なケーブルで最大3A、5V (15W)を供給し、
基本的なコンフィギュレーションチャネル(CC)検出を提供す
ることができます。USB PD仕様は、この機能を最大5A、
20Vまで拡張します。USB PDでは、バス電力は標準的なケー
ブルで最大60W (3A時)まで、電子マーク(eMarker)/アク
ティブケーブルで最大100W (5A時)までに設定することが
できます。これらの電力レベルは大部分のポータブル電子機
器の要件を満たします。そのため、新型の機器では、充電用
にますますType-Cコネクタが採用されています。

USB-Cはエンドユーザーにとって簡素さと利便性を高める一
方で、同時に設計の複雑さを増大させます。USB-C仕様で
電力の伝送を実現するには、機器は電力供給側(ソース)また
は電力使用側(シンク)としてネゴシエーションを行う必要があ
ります。Type-Cケーブルの両端のコネクタはまったく同等で
あるため、両端を逆にしても接続可能です。また、各コネク
タは表裏の区別がないため、極性を気にせずに差し込むこと
ができます。USB-Cは双方向に電力を伝送可能であるため、
周辺機器を充電することができるだけでなく、周辺機器から
ホスト機器に給電することもできます。そのため、各社が提
供している多くの電源アダプタや各種のUSBケーブルが不要
になり、最終的には、今日の機器の周囲にある複雑な配線が
削減されます。

図3. USB PDパワーマネージメントシステム

図2. USB-Cパワーマネージメントシステム

コンフィギュレーションチャネル(CC)検出
コンフィギュレーションチャネルのロジックは、ケーブルの存
在、向き、およびパワーロールと通電容量を検出します。CC
検出は、検出を一切行わずに5Vを供給する従来のUSBに比
べて新しい機能です。ケーブルの検出は、2本のCCラインの
うち1本がプルアップまたはプルダウンされた時に発生します。
シンクとして構成された機器ではCCラインはプルダウンされ
るのに対し、ソースとして構成された機器ではCCラインはプ
ルアップされます。CC1ラインとCC2ラインで検出される電圧
レベルに基づいて、ケーブルの向きやソースの電流能力が決
定されます。USB-Cのもう1つの機能はコールドプラグです。
つまり、エンドツーエンドの検出が正常に完了した後にのみ
VBUS電圧が供給されます。この機能により、USB-Cアプリケー
ションではCC検出が必須になります。

標準的なUSB-Cシステム(最大15W)
図2は、USB-Cケーブルへの接続機能を備え、リチウムイオ
ンバッテリによって給電される標準的なポータブルパワーマ
ネージメントフロントエンドを示しています。このシステムに
は、USB-C CC検出、旧来のUSBバッテリ充電1.2 (BC1.2)
検出、電力変換ブロック、保護ブロックなどのさまざまなブ
ロックが含まれます。これらのブロックは、それぞれ個別の
ICとして、または複数の機能を集積したICとして実装するこ
とができます。

USB PDシステム
図3はUSB PDシステムを示しています。このシステムでは、PD
コントローラによってUSB PDプロトコルを実装します。
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PDコントローラ(最大100W)
PDコントローラはCC検出の機能を拡張します。標準的なCC
検出の機能を実行することに加えて、PDコントローラは電力
供給能力を通知し、ケーブルのもう一方の側に接続された機
器と必要電力のネゴシエーションも行います。この必要電力
は、5V～20Vの電圧と最大5Aまでの電流で構成すること
ができます。PDコントローラでは、最初の接続プロセスに続
く次のステップとして、パワーおよびデータロールのスワップ
を実行することもできます。

課題
さまざまなポータブル機器におけるUSB-C接続の採用は、シ
ステムのハードウェアに新たな要件をもたらします。USB-C
およびUSB PDの準拠性を達成すること、同じスペースに追
加の電子部品を収めるために部品サイズの制約に対処するこ
と、従来と同じかそれ以下のサーマルバジェットでより高い電
力レベルに対応すること、電気的/機械的な安全性と信頼性
を高めて障害を低減することなどが求められます。

アプリケーション
USB-Cは、スマートフォン、タブレット、ラップトップPC、
POS端末、デジタルカメラ、ハンドヘルドコンピュータ、ポー
タブルプリンタや、他の可搬型の医療用、産業用、および車
載用機器に搭載されます。必要な電力レベルに応じて標準の
USB-C、またはUSB PDがシステムに実装されます。どちら
の実装でも、システムはシングルセル(1S)リチウムイオンバッ
テリ、または複数の直列セル(2S、3Sなど)で設計すること
ができます。次のセクションでは、各実装がもたらす課題へ
のソリューションについて説明します。

図4．集積化チャージャPMIC

対応するPCBレイアウトを図5に示しています。この集積化ソ
リューションと受動部品の占有面積はわずか42mm2で、他社
のソリューションと比べてPCBサイズが30%削減されます。

図5．小型PCBサイズ(42mm2)の高集積ソリューション

USB-C対応シングルセルチャージャ
シングルセルアプリケーションでは、MAX77860によって高
い集積度(図2参照)を実現することができます。MAX77860
は、高性能シングル入力スイッチモードチャージャ (図4)で、
シングルセルリチウムイオンバッテリ用にUSB-C CC、BC1.2、
DCP、およびCDP検出機能を備えています。このICは最大
15Wまでのアプリケーションに対応し、リバースブースト機
能、常時オンのLDO、および6チャネルADCを内蔵していま
す。このスイッチングチャージャは、高性能な定電流、定電圧
(CC-CV)、チップ温度レギュレーションアルゴリズム、入力電
力レギュレーション、およびプログラム可能なI2C設定を備え、
幅広いバッテリサイズとシステム負荷に対応することができる
設計となっています。このデバイスは、コンパクトなWLPパッ
ケージ(3.9mm x 4.0mm)で提供されます。
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使いやすさ
標準的なシステムでは、マイクロコントローラまたはホストマイ
クロプロセッサが、ポートコントローラICによって検出される電
流レベルに基づいてチャージャの入力電流制限を設定します。
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USB-C対応2セルチャージャ
MAX14748は、2セル(2S)リチウムイオンバッテリの標準的
なUSB-C充電に最適なソリューションです。このデバイスは
USB-C CC検出、BC1.2検出、およびSmart Power Selector™
を備えたブーストチャージャを内蔵し、2Sリチウムイオンバッテ
リパックの高速で安全な充電を実現します。

デジタルカメラ、AR/VR機器、ハンドヘルドコンピュータな
どのアプリケーションでは、さまざまな機能が搭載されます。
これらの機器は、2セルまたは3セル(2S、3S)のリチウムイオ
ンバッテリを利用し、USB PDによる急速充電を必要とします。
図3を参照すると、チャージャに加えて、CCラインにPDコン
トローラと保護ICが必要です。

2Sまたは3Sバッテリは大きな電圧振幅を示し、2Sでは6.5V
～ 8.4V、3Sでは8V～ 13.2Vに達します。一方、一部のアダ
プタは5Vの供給能力しか持たないのに対して、他のアダプタ
は急速充電用に最大20Vまでの高電圧に対応する場合もあ
ります。アダプタ電圧がバッテリ電圧を上回る場合や下回る
場合があるため、2Sまたは3Sバッテリの充電にはバックブー
ストコンバータが必要です。

図7．PDコントローラ

図6．バックブースト2Sチャージャ

PDコントローラの例
MAX77958 (図7)は、USB-C CC検出およびPDプロトコ
ルを実装するための堅牢なソリューションです。このデバイス
はUSB-CおよびPD 3.0仕様に準拠済みです。このデバイス
はType-C CC検出およびUSB PDメッセージングを使用する
ことによって、接続されたアクセサリや機器を検出します。こ
のICは、過電圧、過電流、VBUSおよびGNDへの短絡からの
保護を提供します。このICは、水分を検出してUSB Type-C
コネクタの腐食を防止します。また、このICはD+/D- USBス
イッチおよびBC1.2検出を備え、旧来のUSB規格にも対応し
ます。このデバイスは、USB PD用のVCONNスイッチおよび外
付けVCONNブーストまたはバックコンバータ用のイネーブル端
子を内蔵しています。

MAX77860は、単独でUSB-C CC検出を実行し、チャージャ
の入力電流制限を設定します。これによって、チャージャが電
源の最大能力でバッテリを充電することが可能になります。ま
た、ホストソフトウェアの開発も簡素化されます。

MAX77860は、USB BC1.2検出を内蔵した旧来のアダプタ
にも対応しています。

類似したデバイスはMAX77751です。このICはCC検出と
BC1.2検出を内蔵し、2つの抵抗のみによって設定されます。
そのため、このデバイスはUSB-C充電を可能にしながらソフ
トウェア開発を不要にします。このデバイスは、小型の24リー
ドFC2QFNパッケージ(3mm x 3mm)で提供されます。

PD制御内蔵2セル/3セルチャージャ

2Sチャージャの一例として、MAX77962 (図6)は、Smart 
Power Selector内蔵、高性能広入力3.2Aバックブースト
チャージャです。このデバイスは、追加のインダクタなしでリバー
スバックとしても動作し、USB On-the-Go (OTG)アクセサリ
への給電が可能です。このデバイスは低損失のパワースイッチ
を内蔵し、小型ソリューションサイズ、高効率、低発熱、およ
び急速バッテリ充電を実現します。リバースバックは真の負荷
切断を備え、調整可能な出力電流制限によって保護されます。
このデバイスは柔軟性に優れており、I2C設定を通じて、また
は抵抗の設定を通じて自律的にプログラム可能です。このデ
バイスを使用すれば、サーミスタモニタとJEITA準拠の充電に

バックブーストチャージャ(2S、3S)

よって安全な充電を実現することができます。2S動作の場合、
バッテリレギュレーション電圧は8.10V～ 8.86Vです。この
ICは、49ピンWLPパッケージ(3.5mm x 3.5mm)で提供さ
れます。
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このICは、アプリケーションプロセッサの支援なしで自律的
にシステム内の他のデバイスに読取り/書込み可能なI2Cマ
スターを備えています。割込み出力端子では、USB PDイベ
ントやステータスの変化を報告することができます。アプリ
ケーションプロセッサによって制御されるシステム向けには、
MAX77958はスレーブI2Cインタフェースを備えています。
このインタフェースを通じて、システムは内部レジスタの読
取り/書込みや設定が可能です。このICは9つの設定可能な
GPIOを内蔵し、外部デバイスの検出、割込み、およびイネー
ブル/ディセーブル端子として、またはADC入力として使用す
ることができます。このICは、WLPパッケージ(3.10mm x 
2.65mm、0.5mmピッチ)で提供されます。

図9は、デュアルUSB Type-C大電力伝送システムを示してい
ます。自動車のバッテリは通常、充電時には14Vで、スタート
/ストップ時には6Vまで低下するため、PDの出力電圧は5V
～20Vの範囲で変動する可能性があります。電圧レギュレー
タで出力電圧VBUSを供給するために可能な唯一の選択肢は、
バックブーストコンバータを使用することです(オレンジ色のブ
ロックを参照)。充電エミュレーションおよび保護ICは、PD
コントローラ信号を取得し、それをUSB Type-Cコネクタに
送ります。

MAX25431は電流モードバックブーストコントローラ(図10)
です。このデバイスは6V～ 36Vの入力電圧で動作します。ス
イッチング周波数は、抵抗で220kHz～2.2MHzに設定可
能であり、外部クロックに同期させることができます。このデ
バイスは入力電圧範囲が広く、バッテリ過渡時に定出力電圧
を維持することができるため、車載用アプリケーションに最
適です。外部周波数をロジック入力(FSYNC)に適用すること
によって、このデバイスは固定周波数強制PWMモードで動
作し、周波数の変動を除去するとともにEMIの抑制に寄与す
ることが可能です。保護機能には、過負荷持続時のサイクル
単位の電流制限とその後のヒカップ、入力低電圧ロックアウ
ト(UVLO)、出力過電圧保護、サーマルシャットダウンと自
動リカバリなどがあります。MAX25431は、小型の24ピン
TQFN-EP SWパッケージ(4mm x 4mm)で提供されます。

この高集積バックブーストコントローラICは、低RDS(ON)の外
部MOSFETと組み合わせることで高効率を実現し、温度上
昇を許容限度内に維持します。

図8．最新の自動車のデュアルUSB-Cポート

図9．バックブーストの電力伝送および保護アーキテクチャ

車載用デュアルUSB-C電源
USBポートは自動車に広く搭載されています。これらの機能を
実装する電子モジュールは、小さなスペース内に過熱すること
なく収まる必要があります。デュアルポートのUSB-C専用充電
ソリューション(図8)の場合、問題はさらに複雑になります。こ
のソリューションでは、部品数およびソリューションサイズを増
すことなく2つのコネクタを搭載し、より大きな電力に対応する
必要があります。

充電
エミュレーション
および保護

4X
MOSFETs

12Vバッテリ

バックブースト
コントローラ

USB PD

USB PD

充電
エミュレーション
および保護 4X

MOSFETs
バックブースト
コントローラ

PDコントローラ

PDコントローラ

USB Type-C

USB Type-C

https://www.maximintegrated.com/jp
https://www.maximintegrated.com/jp/products/interface/universal-serial-bus/MAX25431.html
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USB Type-C CCピン過電圧プロテクタ
USB Type-Cは、システムの保護に関して新しい課題をもたら
します。新しいコネクタはUSBマイクロBコネクタよりピッチが小
さいため、VBUSに対する機械的短絡のリスクが増大します。さ
らに、USB PDに伴う高電圧のため、より堅牢な保護が必要です。

MAX20323ファミリの過電圧プロテクタは、過電圧スレッショ
ルドおよびサージ保護の為スイッチをオフしてUSB-C CC/SBU
端子の損傷を防止する機能を内蔵しています。図11は、同ファミ
リの7つの製品のうち3つを示しています。

L1

LX1 LX2

VOUT

COUT

VBAT

CIN VCC

COMP

RCOMPCCOMP

EN

BST1

CSP2

CBST1

IN

PGOOD

CBST2

BST2

AGND

PGND

FB

FSW
RFOSC

LX2

DL2 DH2DH1 DL1

LX1

RCS1

CSP1

CSN1

SLP

OUT

FSYNC/
SYNCOUT

VCC

RCS2

CSN2

RSLP

Qt1

Qb1

Qt2

Qb2

CBIAS

MAX25431

図10．バックブーストのアプリケーションダイアグラム

0.1µF

RD

ON IF 
PORB = 0

13.5V
DC MAX

VOVLO 

80/180/330µA

ON IF 
OVLO1 = 1

OVLO1

RD 

ON IF 
PORB = 0

13.5V 
DC MAX

VOVLO 

80/180/330µA

OVLO2 制御ブロック 

5.75V

5.75V

VPOR 

PORB

CC1_0

CC2_0

CC1_1

CC2_1

GND EN_TST

VENCC 

ON IF 
OVLO2 = 1

MAX20323/
MAX20323A
MAX20323B

図11．USB Type-C CCピン過電圧プロテクタ

これらのデバイスは、オン抵抗0.27Ω (typ)の2チャネルス
イッチを備え、これは入力が過電圧スレッショルドを下回った
時にオンになります。これらのチャネルのどちらかで過電圧ス
レッショルドを超えると、対応するスイッチがオフになり、代わ
りに高精度のプルアップ電流が入力(CC1_I/CC2_I)から出力
(CC1_O/CC2_O)へと流れます。MAX20323A/Fはプル
アップ電流機能を備えていません。これらのデバイスは、12ピ
ンWLPパッケージ(1.7mm x 1.32mm、0.4mmピッチ)で提
供されます。

PMIC
システム電源端子(たとえば、図6のVSYS)は、バッテリまたは利
用可能な場合はVBUSからさまざまなレールに給電します。以下
のセクションでは、デバイスのレールに給電するいくつかの事例
について説明します。

Always-on電源(常時オン電源）
常時オンのバックコンバータは、ポータブル機器で重要な役割
を果たします。通常動作時には、電源はいつでも機能を変更
することが可能であり、シンク機器は再ネゴシエーションを強
制される場合があります。そのため、バックコンバータは常時
｢オン｣ であることが必要です。そこで、消費電力が極めて小
さくなるように常時オンのバックコンバータを選択する必要が
あります。

一例として、MAX77596 (図12)は、スイッチを内蔵した小型
の同期整流バックコンバータです(図12のT1およびT2)。常時
オンのデバイスはシャットダウンされることがないため、低自
己消費電流であることが極めて重要です。MAX77596の固
定出力バージョンでは、内部回路の大部分にVOUT端子からバ
イアスを掛けることができます(IBIAS)。そのため、関連する電
力損失は最小限に抑えられます。

R1

R2

VOUT

T1

L = 10µH 

COUT = 
22µF

T2

IBIAS

フィード
バック

VIN

ISUP

制御

MAX77596

図12．MAX77596バックコンバータの固定出力

https://www.maximintegrated.com/jp
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/protection-control/protection-ics/MAX20323.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/switching-regulators/MAX77596.html
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このデバイスは、3.5V～ 24Vの入力電圧で最大300mAを供
給するように設計され、無負荷時の自己消費電流は1.1μAにすぎ
ません(固定出力バージョン)。このデバイスは、98%のデュー
ティサイクルで稼働することによってドロップアウト近くで動作可
能であるため、バッテリ駆動アプリケーションに最適です。

MAX77596は、小型の10ピンTDFNパッケージ(2mm x 
2.5mm)で提供されます。

バックアップ電源レール
図13は、USB PDで主電源を供給する一方、バックアップ電
源がバッテリまたは太陽電池アレイである例を示しています。
この事例では、常時オンの電源を負荷に供給するために入力
マルチプレクサが必要です。

MAX77756は、デュアル入力電源マルチプレクサ(MUX)を
内蔵した同期整流500mAステップダウンDC-DCコンバータ
です。このコンバータは最小3.0Vおよび最大24Vの入力電圧
で動作します。デフォルトの出力電圧は1.8V、3.3V、または
5.0Vのいずれかに出荷時設定されます。出力電圧は、外付
け抵抗またはI2Cシリアルインタフェースによってさらに調整
可能です。

まとめ
USB Type-Cは、バッテリ駆動の受電機器を相互接続する方
法を簡素化します。USB-CおよびUSB PDの実装は、USBの
準拠性の達成、大電力に対応した熱管理、ソリューションサ
イズの小型化、安全性および信頼性向上の必要といった課題
を生み出します。

・  15Wを下回るアプリケーションへの給電には、USB-C
検出を内蔵したチャージャ、1Sリチウムイオンバッテリ
にはMAX77860およびMAX77751、2Sリチウムイオ
ンバッテリにはMAX14748を提案しました。

・  さらに大電力およびマルチセルのソリューション(2S、
3A)には、MAX77962バックブーストチャージャと
MAX77958 PDコントローラを提案しました。

・  過電圧およびサージ保護をCC端子とSBU端子に追加す
る場合は、MAX20323を提案しました。

・  デュアルUSB-C車載用電源に関しては、MAX25431に
ついて説明しました。

・  最後にレギュレーションについては、スタンバイ用に
MAX77596、バックアップ電源アプリケーション用に
MAX77756を提案しました。

Maximが提供するチャージャ、パワーマネージメント、保護
ソリューションなどのUSB-C製品ポートフォリオは、高い集積
度、先進的なパッケージング、および柔軟なアーキテクチャに
よって、今日のUSB-Cの実装が直面する極めて重要な課題を
克服します。

デジタル制御

VOUT

1.5V～7.5V
デフォルト：
1.8V、3.3V、5.0V
500mA(max)

電源マルチプレクサ

LX

SUP

BST

OUT/FB

バック
コンバータ 

PGND

IN1

IN2

POK

VIO

SDA

SCL

EN

ハードウェアまたは
ソフトウェアイネーブル 

パワーOK

AGND、ILIM、BIASの各端子は不使用 

24V、500mA DC-DCバックコンバータ、理想ダイオードOR接続マルチプレクサ内蔵

10µH

3V～24V DCソース1
- メインバッテリ
- USB PDプロバイダ

 
 

3V～24V DCソース2
- バックアップバッテリ
- 太陽電池アレイ

MAX77756

理想ダイオード

図13．デュアル入力電源マルチプレクサを内蔵したMAX77756バックレギュレータ

https://www.maximintegrated.com/jp
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/switching-regulators/MAX77756.html
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製品選択表
表1は、USB-C、USB Power Delivery、保護、およびPMICソリューションの製品ポートフォリオを示しています。

表1. USB-CおよびUSB Power Deliveryソリューション

製品 機能 説明

USB-C PDコントローラ

MAX77958 PDコントローラ USB Power Deliveryコントローラ

USB-Cチャージャ

MAX77976 1セルバックチャージャ 19VIN、5.5A OUT I2C設定1セルバックチャージャ、
FET内蔵、USB Power Delivery用

MAX77975 1セルバックチャージャ 19VIN、3.5A OUT I2C設定1セルバックチャージャ、
FET内蔵、USB Power Delivery用

MAX77962 2セルバックブーストチャージャ 25VIN、3A OUT 2～3セルバックブーストチャージャ、
FET内蔵、USB Power Delivery用

MAX77961 2～3セルバックブーストチャージャ 25VIN、6A OUT 2～3セルバックブーストチャージャ、
FET内蔵、USB Power Delivery用

MAX77960 2～3セルバックブーストチャージャ 25VIN、3A OUT 2～3セルバックブーストチャージャ、
FET内蔵、USB Power Delivery用

MAX77860
1セルバックチャージャ、USB Type-C検出
内蔵

14VIN、3.15A OUT I2C設定1セルバックチャージャ、
FETおよびUSB Type-C CC検出内蔵

MAX77757 自律型チャージャ、JEITA準拠 3.15A USBType-C自律型チャージャ、JEITA準拠、
1セルリチウムイオンおよびLiFePO4バッテリ用

MAX77751
1セルバックチャージャ、USB Type-C検出
内蔵

14VIN、3.15A OUT 抵抗設定1セルバックチャージャ、
FETおよびUSB Type-C CC検出内蔵

MAX14748 チャージャおよびCC制御、I2C設定内蔵 1.5A USB-Cブーストチャージャ、I2C内蔵、
2セルリチウムイオンバッテリ用

USB-C電源

MAX77756 バックコンバータ
500mA、デュアル入力電源マルチプレクサ(MUX)、
入力電源3.0V～24V

MAX77596 バックコンバータ
300mA、入力電源3.5V～24V、無負荷時1.1μAの
自己消費電流

https://www.maximintegrated.com/jp
https://www.maximintegrated.com/jp/products/interface/universal-serial-bus/MAX77958.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/battery-management/MAX77976.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/battery-management/MAX77975.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/battery-management/MAX77962.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/battery-management/MAX77961.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/battery-management/MAX77960.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/battery-management/MAX77860.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/battery-management/MAX77757.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/battery-management/MAX77751.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/battery-management/MAX14748.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/switching-regulators/MAX77756.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/switching-regulators/MAX77596.html
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製品選択表
表1は、USB-C、USB Power Delivery、保護、およびPMICソリューションの製品ポートフォリオを示しています。

表1. USB-CおよびUSB Power Deliveryソリューション(続き）

製品 機能 説明

USB-C電源経路および保護

MAX14727 保護
デュアル入力、双方向過電圧プロテクタ、自動電源経路
セレクタ内蔵

MAX14748
2セルブーストチャージャ、
USB Type-C検出内蔵

5VIN、2AOUT I2C設定2セルブーストチャージャ、
FETおよびUSB Type-C CC検出内蔵

MAX20323 保護 USB Type-C CC端子過電圧プロテクタ

MAX20328 保護 USB Type-Cオーディオアダプタアクセサリ用マルチ
プレクサスイッチ

MAX20333 保護 可変電流制限スイッチ、低電力モード内蔵

MAX20334 保護
過電圧およびサージ保護デュアルSPDTデータライン
スイッチ

MAX25431 USB電力源 車載40V、55μA IQ、2.2MHz、Hブリッジバック
ブーストコントローラ

https://www.maximintegrated.com/jp
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/protection-control/protection-ics/MAX14727.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/battery-management/MAX14748.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/protection-control/protection-ics/MAX20323.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/protection-control/protection-ics/MAX20328.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/protection-control/protection-ics/MAX20333.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/protection-control/protection-ics/MAX20334.html
https://www.maximintegrated.com/jp/products/power/switching-regulators/MAX25431.html
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